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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・2/21（金）青陽館の避難訓練実施。
・疾患別診療計画書は1月10日までにアップロードを行う。
※前回の疾患別診療計画書を未提出の方は鳥谷部に提出する。

・ＯＴ学生による臨床実習開始のお知らせ　仙台青葉学院短期大学学生　
実習期間：2020/1/20（月）～3/2（月）6週間

　→1月30日（木）、1月31日（金）青陽館見学予定。石田、蕨野で対応する。

＜研修案内＞

〈法人研修>
令和1年度第3回法人研修
日　時：令和2年1月21日(火)17:30～18:30
場　所:メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
テーマ:「医療・福祉現場の発生事故動向並びに発生原因と対策」
講　師:佐藤AOM
ビデオ研修(八戸)：1月23日(木)17:30～18:30
※当日の出欠予定の記入を各自行うこと。
　WIZの書類ホルダー⇒教育委員会
　2019年度教育委員会⇒2019法人研修⇒　第3回法人研修⇒第3回法人研修出欠表

〈院内研修〉

第8回院内研修
日　時：令和2年1月28日(火)17:30～18：30
場　所：メンタルケア病棟
　　　　4階メモリアルホール
テーマ：「ハラスメント対策/メンタルヘルス
　　　　・セルフケアについて」
講　師：高坂TOL・安全衛生委員会委員長小川拓人
ビデオ研修(八戸)：1月30日(木)17：30～18：30


〈看護グループ内研修〉

日時：2月7日（金）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：レセプト関連（出来高病棟、包括病棟）
講師：神TOL
日時：2月12日（水）16：30～17：30
場所：2階　会議室
対象：全職員
テーマ：「行動制限最小化看護」
講師：加藤SGM

＜利用者様情報＞
デイケア
・東海林　紀子様～本人より電話があり、冴えない声で「デイケアを休みます。」と話している。理由について「前に他のスタッフへ言いました。」と返答する為詳細を確認すると特定利用者（寺沢　彩様）とトラブルになってから「気持ちがモヤモヤして行けません。」と返答している。仕事はどうしているか聞くと日数を減らして貰っているとの事。気持ちが良い方向へ変わっていけるように支援する事を伝え、終話している。上記理由でデイケアは欠席となる。
・寺沢　彩　様　～表情穏やかにスタッフへ話し掛けがあり、八戸市立市民病院精神科医と八戸赤十字病院神経内科医より就労の許可が下りたとの事。就労継続支援Ａ型事業所の見学をすると言い、他利用者と穏やかに会話している。13:30イライラ時の頓服服用後に両腕の脱力があり自身で調べると重症筋無力症の禁忌薬であったとの事。30分程静養室で休養後し、以後不調の訴えは無い。無理のないように就労の見学をするように助言している。
・平　京子様　　～青明舎より情報提供あり。本日、青南病院受診。診察の際、「15年以上デイケアに行っているので止めたい。」と話し、主治医からも青陽館に行かない代わりに青明舎にしっかり通い、入浴するよう話があったとのこと。本人は火曜の週1回の入浴を希望したが、少ないため、火・木の週2回入浴することとしている。青明舎での入浴に関しては、1/21、1/23の13：30～シャワー入浴の予約としている。その後、外来看護より本人よりデイケアの保険を今日付けの日付でキャンセルして欲しい、その分返金を受け取ることが出来るはずと話しをしていたと方向あり。月途中でのキャンセルは出来ないとのこと、後日担当スタッフより伝えることとしている。
・川口　八寿子様～昼食後、検温を忘れたといい測定すると、37.9℃。感冒症状は無いが、顔面紅潮している。頭が「ボーッとする。」と話している。再検にて36.4℃とであったため、経過観察とする。
・小田　タネ様　～昼食後、スタッフのところへ来て、「昼食後薬を自宅に忘れて来た。どうしたら良いか。」と報告あり。急遽、体験利用を午前中とし、帰宅してから服薬するように伝える。送りのスタッフが、玄関で待っているもトイレから5分以上出て来ず、声掛けすると「他利用者と話しをしていた。」と話している。服薬状況確認のため、昼食後薬を服薬した後、電話連絡するよう伝え、後ほど病棟あてに連絡がきている。次回の体験利用は1/29（水）。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。本日で、排便-9日目となり、昨日シンラック液10滴滴下したとのこと。昨日夕食、本日朝食はまずまず摂取出来ていたとのこと。本日のデイナイトケアにて、排便状況を問うと14時に1回排便があった様子で「スッキリした」と話している。その後は、運動療法にも取り組むことが出来ており、身体を動かしている。
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供あり。以前より、服薬の際にむせ込みが見られていた為、昨日より服薬ゼリーを使用することに決定したとのこと。本人へ使用を促すも拒否している様子が見られ、都度促しを要している。服薬後は「美味い」と発言する様子も見られているが、次の服薬時間には、拒否し再度促しを必要としている状態であるため、都度声掛けを行っていく。
・津嶋　イチ子様～来所時の検温にて、熱37.1℃と微熱あり、再検し36.8℃と普段より高めである。症状を問うと「体がボーっとするんだよ」と返答し、咳、鼻汁等は無いとのこと。検温結果が普段と違ったためか、多弁傾向であり、スタッフや他利用者様に微熱であったことを執拗に報告している。また、スタッフを呼び、プライベートに関する質問を執拗にしており、興奮気味である様子。その後も、1時間おきに「ボーっとする。熱がある」と発言し、検温を実施。10時35.2℃、昼食後35.6℃、14時35.8℃と発熱は無く経過している。その他症状も認められないため、様子観察を行っていく。

ショートケア

特記無し。

カンファレンスシート（高阪　博英様）

実施日：2020年1月15日（水）13：30～14：00

検討内容　

	氏名
	高阪　博英
	性別
	男
	年齢
	65
	生年月日
	S29年　8月 21日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	肝硬変・食道静脈瘤・慢性膵炎・C型肝炎、糖尿病、狭心症


	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	再飲酒せずに、現在の生活を続けたい。

	家族希望
	未聴取

	入院歴
	計5回（最終：H26年3月11日～H26年4月24日）

	通所歴
	4回目

· 前回：H25年6月28日～H26年3月11日

· 今回：Ｈ26年5月2日～現在　　（週3回/月、火、金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護「五福」　 利用期間：平成25年6月～

	住居：自宅・単身生活
	家族構成








保護者：妹

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　生活保護、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再飲酒なく、現在の生活を維持する。
	①ストレスを上手く発散し、悩みや不安があれば言葉にして伝える。


	①医師、デイケアスタッフに悩みや不安があれば伝える。


	①医師から言われたことや今気になっている事、不安に思っていること等があれば定期的に面談を通して確認していく。



	
	②糖尿病の悪化、体重の増加を防ぐ為に、運動をするように心掛ける。
	②デイケアと自宅の往復や犬の散歩では体をなるべく大きく使うことを心がけ、運動量を増やす。

また、糖尿病の悪化をふせぐために、食事（量、食べる順番）に気を配ることを続ける。
	②-1⇒運動を避ける傾向や参加しても動きが小さいことがあるため、体を大きく動かすことができるように声を掛けていく。

②-2⇒食事に気を付けることができる意識を保つために、定期的に食事内容の確認をしていく。また、血糖値の急上昇にも気をつけることができるように、食べ方の順番に気をつけるように伝え、出来ていたら評価をする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①医師、デイケアスタッフに悩みや不安があれば伝える。


	冬期で通所が大変であることから、三沢のデイケアの利用を考えていたが、雰囲気が合わない等の理由で引き続き青陽館を利用している。担当スタッフやみさわとの兼任スタッフに相談をしている。悩みや不安については、自分から担当スタッフへ相談出来ている（鍋で野菜をたくさん食べるのは糖尿病に悪影響がないか）。年明け、「お神酒飲みました。」と報告することあり、再飲酒の可能性について確認するも再飲酒は否定。おどけた態度や笑っていることが多い為気付かれにくいタイプであると思われるが、再飲酒の要因は対人面のトラブルであることがあり、ストレスは抱えやすいことが考えられる。
	短期目標は継続する。定期的に面談を通して、“悩み”や“不安”というテーマから入るのではなく、近況から確認し、気になることを拾って対応していく。

	②デイケアと自宅の往復や散歩では体をなるべく大きく使うことを心がけ、運動量を増やす。

また、糖尿病の悪化をふせぐために、食事（量、食べる順番）に気を配ることを続ける。
	デイケア通所時は車を利用しているも、継続して通所すること出来ている。犬が亡くなったことで散歩する機会は減っているが、日中ショッピングモール等を歩くことを継続して心掛けている。ラジオ体操にはほぼ参加し、大きく身体を動かして参加している。しかし、エアロビクスなどの運動強度の高いものには参加せず、運動量自体は少ない。外食をすることもあるが、夕食は糖質を減らすころや、自宅では野菜を摂っており、食事に気を遣っている様子は窺え、評価している。以前出来ていなかった、ベジタブルファーストについては徐々に習慣化してきている。もともと甘い物を好んでいるが、毎月受診時にＨｂＡｃを確認しており、6.5％前後をキープ出来ている。受診結果が良好だった場合、ご褒美としてケーキを食べており、毎月のケーキがモチベーション保持につながっている。
	関わり方のポイントととして“誉める”ことが有効であると考える。以前、デイケアでの立ち位置や利用者との関わりで誉めると「そんなこと言われたことがないからうれしい」と話している。食事や運動で気を配るモチベーションを保つためにも、褒めながら関わっていく。


→現状として問題がないため、一部変更して同内容の計画を実施していく。
